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(57)【要約】
【課題】本発明は、タッチ基板、端末、及びタッチの精
度を向上させる方法を提供する。
【解決手段】タッチ基板は、論理制御モジュールと、タ
ッチモジュールと、第１スイッチ制御モジュールと、第
１スイッチモジュールと、第２スイッチモジュールと、
第２スイッチ制御モジュールと、電極モジュールと、か
らなる。論理制御モジュールは、第１スイッチ制御モジ
ュール、タッチモジュール及び第２スイッチ制御モジュ
ールにそれぞれ接続される。第１スイッチモジュールは
、第１スイッチ制御モジュール、タッチモジュール、第
２スイッチモジュール及び電極モジュールにそれぞれ接
続される。第２スイッチモジュールは、さらに第２スイ
ッチ制御モジュール、タッチモジュール及び電極モジュ
ールに接続される。上述の方法は、ゴーストタッチを防
ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させること
ができ、さらに走査速度が速いという長所を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　論理制御モジュールと、タッチモジュールと、第１スイッチ制御モジュールと、第１ス
イッチモジュールと、第２スイッチモジュールと、第２スイッチ制御モジュールと、電極
モジュールと、からなるタッチ基板であって、
そのうち、前記論理制御モジュールは、第１出力端子と、第２出力端子と、第３出力端子
を備え、前記タッチモジュールは、制御端子と、第１送信端子と、第２送信端子と、受信
端子を備え、前記第１スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、前記第
１スイッチモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備
え、前記第２スイッチモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出
力端子を備え、前記第２スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、
前記論理制御モジュールの第１出力端子は、前記第１スイッチ制御モジュールの入力端子
に接続され、前記第１スイッチ制御モジュールの出力端子は、前記第１スイッチモジュー
ルの制御端子に接続され、
　前記論理制御モジュールの第２出力端子は、前記タッチモジュールの制御端子に接続さ
れ、前記タッチモジュールの第１送信端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入力端
子に接続され、前記タッチモジュールの第２送信端子は、前記第１スイッチモジュールの
第２入力端子に接続され、前記第１スイッチモジュールの出力端子は、前記電極モジュー
ルの行電極ユニットに接続され、
前記論理制御モジュールの第３出力端子は、前記第２スイッチ制御モジュールの入力端子
に接続され、前記第２スイッチ制御モジュールの出力端子は、前記第２スイッチモジュー
ルの制御端子に接続され、
　前記第２スイッチモジュールの第１入力端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入
力端子に接続され、前記第２スイッチモジュールの第２入力端子は、前記電極モジュール
の列電極ユニットに接続され、前記第２スイッチモジュールの出力端子は、前記タッチモ
ジュールの受信端子に接続され、
前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ
制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールの第１入力端子を前記第１スイ
ッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、前記タッチモジュールをトリガし
て前記第１スイッチモジュールによって前記電極モジュールに第１スキャン信号を送信さ
せることによって、行電極の自己容量を走査し、さらに第１制御信号を送信し、前記第２
スイッチ制御モジュールを制御することによって前記第２スイッチモジュールの第１入力
端子を前記第２スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、前記電極モジ
ュールの行電極信号を、前記第１スイッチモジュール及び前記第２スイッチモジュールブ
ロックによって前記タッチモジュールに転送することによって、前記電極モジュールにお
いて信号変化が生じた行電極を確定し、
前記論理制御モジュールは、さらに前記電極モジュールが自己容量の走査を完了した時、
第２トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガして
前記第１スイッチモジュールの第２入力端子を前記第１スイッチモジュールの出力端子に
接続させるように制御し、第２制御信号を送信し、前記タッチモジュールを制御して前記
第１スイッチモジュールによって前記電極モジュールに第２スキャン信号を送信すること
によって、確定された前記行電極の相互容量を走査し、さらに第３制御信号を送信し、前
記第２スイッチ制御モジュールを制御することによって、前記第２スイッチモジュールの
第２入力端子を前記第２スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、前記
電極モジュールの列電極信号を前記第２スイッチモジュールブロックによって前記タッチ
モジュールに転送することによって、前記電極モジュールにおいて信号変化が生じた位置
を確定し、それによりタッチポイントの座標を取得することを特徴とする、タッチ基板。
【請求項２】
　前記電極モジュールは、行電極ユニット及び列電極ユニットを備え、前記行電極ユニッ
トは複数の行電極を備え、前記列電極ユニットは複数の列電極を備え、
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　前記第１スイッチモジュールは複数の第１スイッチを備え、１つの第１スイッチは１つ
の行電極に対応し、第１スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え
、前記第１入力端子は、前記タッチモジュールの第１送信端子にそれぞれ接続され、前記
第２入力端子は、前記タッチモジュールの第２送信端子にそれぞれ接続され、前記出力端
子は、前記行電極にそれぞれ接続され、
　前記第２スイッチモジュールは複数の第２スイッチを備え、１つの第２スイッチは１つ
の列電極に対応し、第２スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え
、前記第１入力端子は、前記第１スイッチの第１入力端子にそれぞれ接続され、前記第２
入力端子は、前記列電極にそれぞれ接続され、前記出力端子は、前記タッチモジュールの
受信端子にそれぞれ接続されることを特徴とする、請求項１に記載のタッチ基板。
【請求項３】
　論理制御モジュールと、タッチモジュールと、第１スイッチ制御モジュールと、第１ス
イッチモジュールと、第２スイッチモジュールと、第２スイッチ制御モジュールと、電極
モジュールと、からなるタッチ基板であって、
　前記論理制御モジュールは、前記第１スイッチ制御モジュール、前記タッチモジュール
及び前記第２スイッチ制御モジュールにそれぞれ接続され、前記第１スイッチモジュール
は、前記第１スイッチ制御モジュール、前記タッチモジュール、前記第２スイッチモジュ
ール及び前記電極モジュールにそれぞれ接続され、
　前記第２スイッチモジュールは、さらに前記第２スイッチ制御モジュール、前記タッチ
モジュール及び前記電極モジュールに接続され、
　前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッ
チ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールを第１位置に切り換えるよう
制御し、前記タッチモジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールによって前記電
極モジュールに第１スキャン信号を送信させることによって、行電極の自己容量を走査し
、さらに第１制御信号を送信し、前記第２スイッチ制御モジュールを制御することによっ
て、前記第２スイッチモジュールを第１位置に切り換えるよう制御し、前記電極モジュー
ルの行電極信号を前記第１スイッチモジュール及び前記第２スイッチモジュールブロック
によって前記タッチモジュールに転送することによって、前記電極モジュールにおいて信
号変化が生じた行電極を確定し、
　前記論理制御モジュールは、さらに前記電極モジュールが自己容量の走査を完了した時
、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガし
て前記第１スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御し、第２制御信号を送信
し、前記タッチモジュールを制御して前記第１スイッチモジュールによって前記電極モジ
ュールに第２スキャン信号を送信することによって、確定された前記行電極の相互容量を
走査し、さらに、第３制御信号を送信し、前記第２スイッチ制御モジュールを制御するこ
とによって、前記第２スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御し、前記電極
モジュールの列電極信号を前記第２スイッチモジュールブロックによって前記タッチモジ
ュールに転送することで、前記電極モジュールにおいて信号変化が生じた位置を確定し、
これによりタッチポイントの座標を取得することを特徴とする、タッチ基板。
【請求項４】
　前記論理制御モジュールは、第１出力端子と、第２出力端子と、第３出力端子を備え、
前記タッチモジュールは、制御端子と、第１送信端子と、第２送信端子と、受信端子を備
え、前記第１スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、前記第１スイッ
チモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え、前記
第２スイッチモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を
備え、前記第２スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、
　前記論理制御モジュールの第１出力端子は、前記第１スイッチ制御モジュールの入力端
子に接続され、前記第１スイッチ制御モジュールの出力端子は、前記第１スイッチモジュ
ールの制御端子に接続され、
　前記論理制御モジュールの第２出力端子は、前記タッチモジュールの制御端子に接続さ
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れ、前記タッチモジュールの第１送信端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入力端
子に接続され、前記タッチモジュールの第２送信端子は、前記第１スイッチモジュールの
第２入力端子に接続され、前記第１スイッチモジュールの出力端子は、前記電極モジュー
ルの行電極ユニットに接続され、
　前記論理制御モジュールの第３出力端子は、前記第２スイッチ制御モジュールの入力端
子に接続され、前記第２スイッチ制御モジュールの出力端子は、前記第２スイッチモジュ
ールの制御端子に接続され、
　前記第２スイッチモジュールの第１入力端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入
力端子に接続され、前記第２スイッチモジュールの第２入力端子は、前記電極モジュール
の列電極ユニットに接続され、前記第２スイッチモジュールの出力端子は、前記タッチモ
ジュールの受信端子に接続されることを特徴とする、請求項３に記載のタッチ基板。
【請求項５】
　前記電極モジュールは、行電極ユニット及び列電極ユニットを備え、前記行電極ユニッ
トは複数の行電極を備え、前記列電極ユニットは複数の列電極を備え、
　前記第１スイッチモジュールは複数の第１スイッチを備え、１つの第１スイッチは１つ
の行電極に対応し、第１スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え
、前記第１入力端子は、前記タッチモジュールの第１送信端子にそれぞれ接続され、前記
第２入力端子は、前記タッチモジュールの第２送信端子にそれぞれ接続され、前記出力端
子は、前記行電極にそれぞれ接続され、
　前記第２スイッチモジュールは複数の第２スイッチを備え、１つの第２スイッチは１つ
の列電極に対応し、第２スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え
、前記第１入力端子は、前記第１スイッチの第１入力端子にそれぞれ接続され、前記第２
入力端子は、前記列電極にそれぞれ接続され、前記出力端子は、前記タッチモジュールの
受信端子にそれぞれ接続されることを特徴とする、請求項３に記載のタッチ基板。
【請求項６】
　前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッ
チ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールを第１位置に切り換えるよう
制御し、
具体的には、前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記
第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールの第１入力端子を
前記第１スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、
　前記論理制御モジュールは、第１制御信号を送信するのに用いられ、前記第２スイッチ
制御モジュールを制御することによって前記第２スイッチモジュールを第１位置に切り換
えるよう制御し、
具体的には、前記論理制御モジュールは、第１制御信号を送信するのに用いられ、前記第
２スイッチモジュールの第１入力端子を前記第２スイッチモジュールの出力端子に接続さ
せるように制御し、
　前記論理制御モジュールは、前記電極モジュールが自己容量の走査を完了した時、第２
トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記
第１スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御し、
具体的には、前記論理制御モジュールは、前記電極モジュールが自己容量の走査を完了し
た時、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリ
ガして前記第１スイッチモジュールの第２入力端子を前記第１スイッチモジュールの出力
端子に接続させるように制御し、
前記論理制御モジュールは、第３制御信号を送信するのに用いられ、前記第２スイッチ制
御モジュールを制御して前記第２スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御し
、
具体的には、前記論理制御モジュールは、第３制御信号を送信するのに用いられ、前記第
２スイッチ制御モジュールを制御することによって、前記第２スイッチモジュールの第２
入力端子を前記第２スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御することを特
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徴とする、請求項３に記載のタッチ基板。
【請求項７】
　端末であって、
前記端末は、請求項１から請求項４のすべてに記載されたタッチ基板と、静電容量タッチ
スクリーンと、からなることを特徴とする、端末。
【請求項８】
　タッチスクリーンにおけるタッチの精度を向上させる方法であって、
前記方法は、
端末が自己容量方式で作動しているときに、タッチスクリーンにおける行センサに自己容
量の走査を行い、信号変化が生じた行センサのデータを取得する手順と、
自己容量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、前記信号に変化
が生じた行センサのデータに基づいて、相互容量の走査を行い、タッチポイントの座標を
確定する手順と、を備えることを特徴とする、タッチスクリーンにおけるタッチの精度を
向上させる方法。
【請求項９】
　端末が自己容量方式で作動している時に、タッチスクリーンにおける行センサに自己容
量の走査を行い、信号に変化の生じた行センサを取得する具体的な手順は、
端末が自己容量方式で作動しているときに、タッチスクリーンにおける行センサに自己容
量の走査を行い、前記行センサの信号値を検出する手順と、
前記行センサの信号値に変化が生じた時、前記行センサのデータを取得する手順と、から
なることを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　自己容量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、前記信号変化
が生じた行センサのデータに基づいて、相互容量の走査を行い、タッチポイントの座標を
確定する具体的な手順は、
自己容量の走査が完了した後、端末が相互容量作動方式に切り換えられ、前記行センサの
データに基づいて、信号変化が生じた行センサに相互容量の走査を行い、前記行センサと
前記列センサの間の信号値を検出する手順と、
前記行センサと前記列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生じた位置を確定する
手順と、
前記位置に基づいて、タッチポイントの座標を確定する手順と、からなることを特徴とす
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　自己容量の走査が完了した後、端末が相互容量作動方式に切り換えられ、信号変化が生
じた行センサの相互容量を検出し、前記行センサと前記列センサの間の信号値を検出する
具体的な手順は、
自己容量の走査が完了した後、端末が相互容量作動方式に切り換えられ、信号変化が生じ
た行センサに順番に相互容量の走査を行い、前記行センサと列センサの間の各信号値を順
番に検出する手順からなり、
前記行センサと前記列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生じた位置を確定する
具体的な手順は、
前記行センサと前記列センサの間の各信号値に基づいて、信号変化が生じた各位置を順番
に確定する手順からなることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記信号値は、電圧値または容量値であることを特徴とする、請求項１１に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信の技術分野に関し、特に、タッチ基板、端末、及びタッチの精度を向上
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させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、静電容量タッチパネルのスキャン方式には、主に、自己容量スキャン方式と相互
容量スキャン方式がある。自己容量スキャンは、静電容量タッチパネルの行電極と列電極
を同時に走査することによって、行電極と列電極の自己容量を検出する（静電容量タッチ
パネルにおける行電極または列電極と指でタッチすることで形成された容量の変化を検出
）。相互容量スキャンは、行電極と列電極をそれぞれ順番に走査することによって、垂直
に交わる２つの電極間の相互容量を検出する（静電容量タッチパネルにおいて互いに垂直
である行電極と列電極が交差する位置の容量の変化を検出）。
【０００３】
　しかしながら、大型のタッチスクリーンにおいて、タッチポイントが２つまたはそれ以
上の時、自己容量スキャン方式では、"ゴーストタッチ"　（システムが間違って判断した
タッチポイント）が発生し、相互容量スキャン方式では、速度が遅くなる。
【０００４】
　例えば、タッチポイントが２つの時、自己容量スキャン方式は、Ｘ電極とＹ電極を同時
に走査するため、システムは、４つのタッチポイントがあったと判断するが、実際には２
つのタッチポイントだけが本物のタッチポイントであって、他の２つは"ゴーストタッチ"
である。
【０００５】
　相互容量スキャン方式は、行ごとに（Ｙ電極）を順次走査し、列ごとに（Ｘ電極）を順
次走査する必要があり、Ｙ電極の走査時間及び互いに垂直であるＸ電極とＹ電極の間の容
量から本物のタッチポイントを検出する。相互容量スキャン方式では、行ごと、列ごとに
順次走査をする必要があるため、大型スクリーンの容量タッチ式スクリーンでは、相互容
量スキャン方式で得られたタッチポイントはすべて本物のタッチポイントではあるが、検
出時間が比較的長く、タッチポイントを報告する効率も良くない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、ゴーストタッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させること
ができ、さらに走査速度が速いという長所を備えたタッチ基板、端末、及びタッチの精度
を向上させる方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の技術問題を解決するため、本発明が採用する１つの技術案は、タッチ基板を提供
する。そのうち、前記タッチ基板は、論理制御モジュールと、タッチモジュールと、第１
スイッチ制御モジュールと、第１スイッチモジュールと、第２スイッチモジュールと、第
２スイッチ制御モジュールと、電極モジュールと、からなる。そのうち、前記論理制御モ
ジュールは、第１出力端子と、第２出力端子と、第３出力端子を備え、前記タッチモジュ
ールは、制御端子と、第１送信端子と、第２送信端子と、受信端子を備え、前記第１スイ
ッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、前記第１スイッチモジュールは、
制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え、前記第２スイッチモジ
ュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え、前記第２ス
イッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備える。前記論理制御モジュールの第
１出力端子は、前記第１スイッチ制御モジュールの入力端子に接続され、前記第１スイッ
チ制御モジュールの出力端子は、前記第１スイッチモジュールの制御端子に接続される。
前記論理制御モジュールの第２出力端子は、前記タッチモジュールの制御端子に接続され
、前記タッチモジュールの第１送信端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入力端子
に接続され、前記タッチモジュールの第２送信端子は、前記第１スイッチモジュールの第
２入力端子に接続され、前記第１スイッチモジュールの出力端子は、前記電極モジュール
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の行電極ユニットに接続される。前記論理制御モジュールの第３出力端子は、前記第２ス
イッチ制御モジュールの入力端子に接続され、前記第２スイッチ制御モジュールの出力端
子は、前記第２スイッチモジュールの制御端子に接続される。前記第２スイッチモジュー
ルの第１入力端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入力端子に接続され、前記第２
スイッチモジュールの第２入力端子は、前記電極モジュールの列電極ユニットに接続され
、前記第２スイッチモジュールの出力端子は、前記タッチモジュールの受信端子に接続さ
れる。
【０００８】
　前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッ
チ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールの第１入力端子を前記第１ス
イッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、前記タッチモジュールをトリガ
して前記第１スイッチモジュールによって前記電極モジュールに第１スキャン信号を送信
させることによって、行電極の自己容量を走査する。さらに第１制御信号を送信し、前記
第２スイッチ制御モジュールを制御することによって前記第２スイッチモジュールの第１
入力端子を前記第２スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御し、前記電極
モジュールの行電極信号を、前記第１スイッチモジュール及び前記第２スイッチモジュー
ルブロックによって前記タッチモジュールに転送することによって、前記電極モジュール
において信号変化が生じた行電極を確定する。さらに前記論理制御モジュールは、前記電
極モジュールが自己容量の走査を完了した時、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、
前記第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールの第２入力端
子を前記第１スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御する。第２制御信号
を送信し、前記タッチモジュールを制御して前記第１スイッチモジュールによって前記電
極モジュールに第２スキャン信号を送信することによって、確定された前記行電極の相互
容量を走査する。さらに第３制御信号を送信し、前記第２スイッチ制御モジュールを制御
することによって、前記第２スイッチモジュールの第２入力端子を前記第２スイッチモジ
ュールの出力端子に接続させるように制御し、前記電極モジュールの列電極信号を前記第
２スイッチモジュールブロックによって前記タッチモジュールに転送することによって、
前記電極モジュールにおいて信号変化が生じた位置を確定し、それによりタッチポイント
の座標を取得する。
【０００９】
　そのうち、前記電極モジュールは、行電極ユニット及び列電極ユニットを備え、前記行
電極ユニットは複数の行電極を備え、前記列電極ユニットは複数の列電極を備える。前記
第１スイッチモジュールは複数の第１スイッチを備え、１つの第１スイッチは１つの行電
極に対応し、第１スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え、前記
第１入力端子は、前記タッチモジュールの第１送信端子にそれぞれ接続され、前記第２入
力端子は、前記タッチモジュールの第２送信端子にそれぞれ接続され、前記出力端子は、
前記行電極にそれぞれ接続される。前記第２スイッチモジュールは複数の第２スイッチを
備え、１つの第２スイッチは１つの列電極に対応し、第２スイッチは、第１入力端子と、
第２入力端子と、出力端子を備え、前記第１入力端子は、前記第１スイッチの第１入力端
子にそれぞれ接続され、前記第２入力端子は、前記列電極にそれぞれ接続され、前記出力
端子は、前記タッチモジュールの受信端子にそれぞれ接続される。
【００１０】
　上述の技術問題を解決するため、本発明が採用する別の技術案は、タッチ基板を提供す
る。前記タッチ基板は、論理制御モジュールと、タッチモジュールと、第１スイッチ制御
モジュールと、第１スイッチモジュールと、第２スイッチモジュールと、第２スイッチ制
御モジュールと、電極モジュールと、からなる。前記論理制御モジュールは、前記第１ス
イッチ制御モジュール、前記タッチモジュール及び前記第２スイッチ制御モジュールにそ
れぞれ接続される。前記第１スイッチモジュールは、前記第１スイッチ制御モジュール、
前記タッチモジュール、前記第２スイッチモジュール及び前記電極モジュールにそれぞれ
接続される。前記第２スイッチモジュールは、さらに前記第２スイッチ制御モジュール、
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前記タッチモジュール及び前記電極モジュールに接続される。前記論理制御モジュールは
、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガし
て前記第１スイッチモジュールを第１位置に切り換えるよう制御する。さらに論理制御モ
ジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記タッチモジュールをトリガし
て前記第１スイッチモジュールによって前記電極モジュールに第１スキャン信号を送信さ
せることによって、行電極の自己容量を走査する。さらに第１制御信号を送信し、前記第
２スイッチ制御モジュールを制御することによって、前記第２スイッチモジュールを第１
位置に切り換えるよう制御し、前記第１スイッチモジュール及び前記第２スイッチモジュ
ールブロックによって前記電極モジュールの行電極信号を前記タッチモジュールに転送す
ることによって、前記電極モジュールにおいて信号変化が生じた行電極を確定する。前記
論理制御モジュールは、さらに前記電極モジュールが自己容量の走査を完了した時、第２
トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記
第１スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御する。第２制御信号を送信し、
前記タッチモジュールを制御して前記第１スイッチモジュールによって前記電極モジュー
ルに第２スキャン信号を送信することにより、確定された前記行電極の相互容量を走査す
る。さらに、第３制御信号を送信し、前記第２スイッチ制御モジュールを制御することに
よって、前記第２スイッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御し、前記電極モジ
ュールの列電極信号を前記第２スイッチモジュールブロックによって前記タッチモジュー
ルに転送することで、前記電極モジュールにおいて信号変化が生じた位置を確定し、これ
によりタッチポイントの座標を取得する。
【００１１】
　そのうち、前記論理制御モジュールは、第１出力端子と、第２出力端子と、第３出力端
子を備え、前記タッチモジュールは、制御端子と、第１送信端子と、第２送信端子と、受
信端子を備え、前記第１スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備え、前記
第１スイッチモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を
備え、前記第２スイッチモジュールは、制御端子と、第１入力端子と、第２入力端子と、
出力端子を備え、前記第２スイッチ制御モジュールは、入力端子及び出力端子を備える。
前記論理制御モジュールの第１出力端子は、前記第１スイッチ制御モジュールの入力端子
に接続され、前記第１スイッチ制御モジュールの出力端子は、前記第１スイッチモジュー
ルの制御端子に接続される。前記論理制御モジュールの第２出力端子は、前記タッチモジ
ュールの制御端子に接続され、前記タッチモジュールの第１送信端子は、前記第１スイッ
チモジュールの第１入力端子に接続され、前記タッチモジュールの第２送信端子は、前記
第１スイッチモジュールの第２入力端子に接続され、前記第１スイッチモジュールの出力
端子は、前記電極モジュールの行電極ユニットに接続される。前記論理制御モジュールの
第３出力端子は、前記第２スイッチ制御モジュールの入力端子に接続され、前記第２スイ
ッチ制御モジュールの出力端子は、前記第２スイッチモジュールの制御端子に接続される
。前記第２スイッチモジュールの第１入力端子は、前記第１スイッチモジュールの第１入
力端子に接続され、前記第２スイッチモジュールの第２入力端子は、前記電極モジュール
の列電極ユニットに接続され、前記第２スイッチモジュールの出力端子は、前記タッチモ
ジュールの受信端子に接続される。
【００１２】
　そのうち、前記電極モジュールは、行電極ユニット及び列電極ユニットを備え、前記行
電極ユニットは複数の行電極を備え、前記列電極ユニットは複数の列電極を備える。前記
第１スイッチモジュールは複数の第１スイッチを備え、１つの第１スイッチは１つの行電
極に対応し、第１スイッチは、第１入力端子と、第２入力端子と、出力端子を備え、前記
第１入力端子は、前記タッチモジュールの第１送信端子にそれぞれ接続され、前記第２入
力端子は、前記タッチモジュールの第２送信端子にそれぞれ接続され、前記出力端子は、
前記行電極にそれぞれ接続される。前記第２スイッチモジュールは複数の第２スイッチを
備え、１つの第２スイッチは１つの列電極に対応し、第２スイッチは、第１入力端子と、
第２入力端子と、出力端子を備え、前記第１入力端子は、前記第１スイッチの第１入力端
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子にそれぞれ接続され、前記第２入力端子は、前記列電極にそれぞれ接続され、前記出力
端子は、前記タッチモジュールの受信端子にそれぞれ接続される。
【００１３】
　そのうち、前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、前記
第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールを第１位置に切り
換えるよう制御する。具体的には、前記論理制御モジュールは、第１トリガ信号を送信す
るのに用いられ、前記第１スイッチ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュ
ールの第１入力端子を前記第１スイッチモジュールの出力端子に接続させるように制御す
る。前記論理制御モジュールは、第１制御信号を送信するのに用いられ、前記第２スイッ
チ制御モジュールを制御することによって前記第２スイッチモジュールを第１位置に切り
換えるよう制御する。具体的には、前記論理制御モジュールは、第１制御信号を送信する
のに用いられ、前記第２スイッチモジュールの第１入力端子を前記第２スイッチモジュー
ルの出力端子に接続させるように制御する。前記論理制御モジュールは、前記電極モジュ
ールが自己容量の走査を完了した時、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１
スイッチ制御モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールを第２位置に切り換え
るよう制御する。具体的には、前記論理制御モジュールは、前記電極モジュールが自己容
量の走査を完了した時、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、前記第１スイッチ制御
モジュールをトリガして前記第１スイッチモジュールの第２入力端子を前記第１スイッチ
モジュールの出力端子に接続させるように制御する。前記論理制御モジュールは、第３制
御信号を送信するのに用いられ、前記第２スイッチ制御モジュールを制御して前記第２ス
イッチモジュールを第２位置に切り換えるよう制御する。具体的には、前記論理制御モジ
ュールは、第３制御信号を送信するのに用いられ、前記第２スイッチ制御モジュールを制
御することによって、前記第２スイッチモジュールの第２入力端子を前記第２スイッチモ
ジュールの出力端子に接続させるように制御する。
【００１４】
　上述の技術問題を解決するため、本発明が採用するさらに別の技術案は、端末を提供す
る。前記端末は、上述のすべての項目で述べた前記のタッチ基板及び静電容量タッチスク
リーンからなる。
【００１５】
　上述の技術問題を解決するため、本発明が採用するさらに別の１つの技術案は、タッチ
スクリーンにおけるタッチの精度を向上させる方法を提供する。前記方法は、以下の手順
を備える。端末が自己容量方式で作動しているときに、タッチスクリーンにおける行セン
サに自己容量の走査を行い、信号変化が生じた行センサのデータを取得する手順。自己容
量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、前記信号に変化が生じ
た行センサのデータに基づいて、相互容量の走査を行い、タッチポイントの座標を確定す
る手順。
【００１６】
　そのうち、端末が自己容量方式で作動している時に、タッチスクリーンにおける行セン
サに自己容量の走査を行い、信号に変化の生じた行センサを取得する具体的な手順は、以
下の手順を備える。端末が自己容量方式で作動しているときに、タッチスクリーンにおけ
る行センサに自己容量の走査を行い、前記行センサの信号値を検出する手順。前記行セン
サの信号値に変化が生じた時、前記行センサのデータを取得する手順。
【００１７】
　そのうち、自己容量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、前
記信号変化が生じた行センサのデータに基づいて、相互容量の走査を行い、タッチポイン
トの座標を確定する具体的な手順は、以下の手順を備える。自己容量の走査が完了した後
、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、前記行センサのデータに基づいて、信号変化
が生じた行センサに相互容量の走査を行い、前記行センサと前記列センサの間の信号値を
検出する手順。前記行センサと前記列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生じた
位置を確定する手順。前記位置に基づいて、タッチポイントの座標を確定する手順。
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【００１８】
　そのうち、自己容量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えられ、信
号変化が生じた行センサの相互容量を検出し、前記行センサと前記列センサの間の信号値
を検出する具体的な手順は、以下の通りである。自己容量の走査が完了した後、端末は相
互容量作動方式に切り換えられ、信号変化が生じた行センサに順番に相互容量の走査を行
い、前記行センサと列センサの間の各信号値を順番に検出する手順。前記行センサと前記
列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生じた位置を確定する具体的な手順は、以
下の手順である。前記行センサと前記列センサの間の各信号値に基づいて、信号変化が生
じた各位置を順番に確定する手順。
【００１９】
　そのうち、前記信号値は、電圧値または容量値である。
【発明の効果】
【００２０】
　従来技術の状況と異なる点として、本発明は、自己容量が行電極を走査することによっ
て信号に変化の生じた行電極を確定し、さらに信号に変化の生じた行電極に相互容量の走
査を行い、行電極と列電極の間で信号変化が生じた位置に基づいて、タッチポイントの座
標を確定することによって、ゴーストタッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を
向上させることができ、さらに走査速度が速いという長所を備えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明におけるタッチ基板の実施方法の構造を示した図である。
【図２】本発明におけるタッチ基板の別の実施方法の構造を示した図である。
【図３】本発明におけるタッチの精度を向上させる方法の実施方法の流れ図である。
【図４】発明におけるタッチの精度を向上させる方法の別の実施方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　下記の内容において、限定するためではなく説明するために、特定のシステム構造、イ
ンターフェース、技術等の具体的な細部について述べることによって、本発明を分かりや
すくしている。しかしながら、本領域の技術者は、これら具体的な細部を含まないその他
の実施方法においても本発明を実現することができることを理解しているものとする。そ
の他の状況において、不必要な細部によって本発明の説明を妨げないため、周知の装置、
回路、及び方法についての細かい説明は省略する。
【００２３】
　図１を参照する。本発明におけるタッチ基板の実施方法の構造を示した図である。本発
明のタッチ基板は、論理制御モジュール１１０と、タッチモジュール１２０と、第１スイ
ッチ制御モジュール１３０と、第１スイッチモジュール１４０と、第２スイッチモジュー
ル１５０と、第２スイッチ制御モジュール１６０と、電極モジュール１７０と、からなる
。
【００２４】
　論理制御モジュール１１０は、第１スイッチ制御モジュール１３０、タッチモジュール
１２０及び第２スイッチ制御モジュール１６０にそれぞれ接続される。第１スイッチモジ
ュール１４０は、第１スイッチ制御モジュール１３０、タッチモジュール１２０、第２ス
イッチモジュール１５０及び電極モジュール１７０にそれぞれ接続される。
【００２５】
　第２スイッチモジュール１５０は、さらに第２スイッチ制御モジュール１６０、タッチ
モジュール１２０及び電極モジュール１７０に接続される。
【００２６】
　論理制御モジュール１１０は、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、第１スイッチ
制御モジュール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０を第１位置に切り換え
るよう制御する。さらにタッチモジュール１２０をトリガして第１スイッチモジュール１
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４０によって電極モジュール１７０に第１スキャン信号を出力することによって、行電極
の自己容量を走査する。さらに第１制御信号を送信し、第２スイッチ制御モジュール１６
０を制御することによって、第２スイッチモジュール１５０を第１位置に切り換えるよう
制御し、電極モジュール１７０の行電極信号を第１スイッチモジュール１４０及び第２ス
イッチモジュール１５０によってタッチモジュール１２０に転送することによって、電極
モジュール１７０において信号変化が生じた行電極を確定する。
【００２７】
　論理制御モジュール１１０は、さらに電極モジュール１７０が自己容量の走査を完了し
た時、第２トリガ信号を送信し、第１スイッチ制御モジュール１３０をトリガして第１ス
イッチモジュール１４０を第２位置に切り換えるよう制御するのに用いられる。第２制御
信号を送信し、タッチモジュール１２０を制御して第１スイッチモジュール１４０によっ
て電極モジュール１７０に第２スキャン信号を出力することによって、確定された行電極
に相互容量の走査を行う。さらに第３制御信号を送信し、第２スイッチ制御モジュール１
６０を制御することによって第２スイッチモジュール１５０を第２位置に切り換えるよう
制御する。電極モジュール１７０の列電極信号を第２スイッチモジュール１５０によって
タッチモジュール１２０に転送することによって、電極モジュール１７０において信号変
化が生じた位置を確定する。これにより、タッチポイントの座標を取得する。
【００２８】
　具体的には、タッチ基板が通電された後、論理制御モジュール１１０は、第１スイッチ
制御モジュール１３０及びタッチモジュール１２０に第１トリガ信号を送信し、第１スイ
ッチ制御モジュール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０を第１位置に切り
換えるよう制御することによって、タッチ基板の作動方式を自己容量スキャン方式に切り
換える。
【００２９】
　第１スイッチモジュール１４０が第１位置に切り換えられた後、タッチモジュール１２
０をトリガして第１スイッチモジュール１４０によって電極モジュール１７０に第１スキ
ャン信号を出力することによって、行電極の自己容量を走査する。その後、論理制御モジ
ュール１１０は、第２スイッチ制御モジュール１５０に第１制御信号を送信し、第２スイ
ッチ制御モジュール１６０を制御して第２スイッチモジュール１５０に命令を送信するこ
とによって、第２スイッチモジュール１５０を第１位置に切り換える。これによりタッチ
モジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０及び第２スイッチモジュール１５０
によって電極モジュール１７０の行電極信号を受信することができ、電極モジュール１７
０において信号変化が生じた行電極が確定される。
【００３０】
　そのうち、タッチ基板の作動方式は、自己容量スキャン方式と、相互容量スキャン方式
を備える。第１スイッチモジュール１４０の第１位置及び第２スイッチモジュール１５０
の第１位置は、自己容量スキャン方式に対応する。第１スイッチモジュール１４０の第２
位置及び第２スイッチモジュール１５０の第２位置は、相互容量スキャン方式に対応する
。
【００３１】
　タッチ基板が自己容量方式で作動する時、第１スイッチモジュール１４０は、第１位置
に切り換えられるとともに、第２スイッチモジュール１５０は、第１位置に切り換えられ
、タッチモジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０によって電極モジュール１
７０の行電極にスキャン信号を送信することによって、同時にすべての行電極を走査する
とともに、第２スイッチモジュール１５０によってすべての行電極信号を受信する。これ
により、行電極信号の変化量を誘導する。そのうち、行電極信号の変化量は、行電極信号
の自己容量の変化量であり、行電極信号は、容量値または電圧値であることができる。
【００３２】
　電極モジュール１７０が自己容量の走査を完了した時、論理制御モジュール１１０は、
第１スイッチ制御モジュール１３０に第２トリガ信号を送信し、第１スイッチ制御モジュ
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ール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０を第２位置に切り換えるよう制御
することによって、タッチ基板の作動方式を自己容量スキャン方式から自己容量スキャン
方式に切り換える。
【００３３】
　第１スイッチモジュール１４０が第２位置に切り換えられた後、論理制御モジュール１
１０は、タッチモジュール１２０に第２制御信号及び第３制御信号を送信し、タッチモジ
ュール１２０が第２制御信号を受信するようにした後、第１スイッチモジュール１４０に
よって電極モジュール１７０に第２スキャン信号を出力することによって、確定され信号
変化が生じた行電極に相互容量の走査を行う。同時に、第２スイッチ制御モジュール１６
０が第３制御信号を受信した後、第２スイッチモジュール１５０を第２位置に切り換える
よう制御することによって、タッチモジュール１２０が第２スイッチ１５０によって電極
モジュール１７０において信号変化が生じた相互容量を受信することができるようにし、
電極モジュール１７０において行電極と列電極の間で信号変化が生じた位置を確定する。
これにより、タッチポイントの座標を取得する。
【００３４】
　そのうち、タッチ基板が相互容量方式で作動する時、第１スイッチモジュール１４０は
第２位置に切り換えられるとともに、第２スイッチモジュール１５０は第２位置に切り換
えられる。タッチモジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０によって電極モジ
ュール１７０の行電極に第２スキャン信号を送信することによって、各行電極を順番に走
査するとともに、第２スイッチモジュール１５０によって各行電極と列電極の間の信号を
受信する。これにより、各行電極と列電極の間の信号の変化量を誘導する。
【００３５】
　当然のことながら、第１スキャン信号と第２スキャン信号の走査周波数は、使用者の実
際の必要に基づいて設定することができ、ここで制限することはしない。
【００３６】
　上述の方法は、自己容量が行電極を走査することによって信号に変化の生じた行電極を
確定し、信号に変化の生じた行電極に相互容量の走査を行い、行電極と列電極の間で信号
変化が生じた位置に基づいて、タッチポイントの座標を確定する。この方法は、ゴースト
タッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させることができ、さらに捜査速
度が速いという長所を備える。
【００３７】
　図２を参照する。図２は、本発明におけるタッチ基板の別の実施方法の構造を示した図
である。本発明のタッチ基板は、論理制御モジュール１１０と、タッチモジュール１２０
と、第１スイッチ制御モジュール１３０と、第１スイッチモジュール１４０と、第２スイ
ッチモジュール１５０と、第２スイッチ制御モジュール１６０と、電極モジュール１７０
と、からなる。そのうち、第１スイッチモジュール１４０は、複数の第１スイッチ１４１
を備え、第２スイッチモジュール１５０は、複数の第２スイッチ１５１を備える。電極モ
ジュール１７０は、行電極ユニット１７１及び列電極ユニット１７２を備え、行電極ユニ
ット１７１は、複数の行電極を備え、列電極ユニット１７２は複数の列電極を備える。第
１スイッチ１４１と行電極は一対一対応し、第２スイッチ１５１と列電極は一対一対応す
る。
【００３８】
　論理制御モジュール１１０は、第１出力端子と、第２出力端子と、第３出力端子を備え
、タッチモジュール１２０は、制御端子と、第１送信端子と、第２送信端子と、受信端子
を備え、第１スイッチ制御モジュール１３０は、入力端子及び出力端子を備え、第１スイ
ッチモジュール１４０は、制御端子と、第１入力端子１と、第２入力端子２と、出力端子
３を備え、第２スイッチモジュール１５０は、制御端子と、第１入力端子１と、第２入力
端子２と、出力端子３を備え、第２スイッチ制御モジュール１６０は、入力端子及び出力
端子を備える。
【００３９】



(13) JP 2017-536631 A 2017.12.7

10

20

30

40

50

　論理制御モジュール１１０の第１出力端子は、第１スイッチ制御モジュール１３０の入
力端子に接続され、第１スイッチ制御モジュール１３０の出力端子は、第１スイッチモジ
ュール１４０の制御端子に接続される。
【００４０】
　論理制御モジュール１１０の第２出力端子は、タッチモジュール１２０の制御端子に接
続され、タッチモジュール１２０の第１送信端子は、第１スイッチモジュール１４０の第
１入力端子１に接続され、タッチモジュール１２０の第２送信端子は、第１スイッチモジ
ュール１４０の第２入力端子２に接続され、第１スイッチモジュール１４０の出力端子は
、電極モジュール１７０の行電極ユニット１７１に接続される。
【００４１】
　論理制御モジュール１１０の第３出力端子は、第２スイッチ制御モジュール１６０の入
力端子に接続され、第２スイッチ制御モジュール１６０の出力端子は、第２スイッチモジ
ュール１５０の制御端子に接続される。
【００４２】
　第２スイッチモジュール１５０の第１入力端子１は、第１スイッチモジュール１４０の
第１入力端子１に接続され、第２スイッチモジュール１５０の第２入力端子２は、電極モ
ジュール１７０の列電極ユニット１７２に接続され、第２スイッチモジュール１６０の出
力端子３は、タッチモジュール１２０の受信端子に接続される。
【００４３】
　そのうち、第１スイッチモジュール１４０は、複数の第１スイッチ１４１を備え、１つ
の第１スイッチ１４１は、１つの行電極に対応する。第１スイッチ１４１は、第１入力端
子１と、第２入力端子２と、出力端子３を備える。各第１スイッチ１４１の第１入力端子
１は、タッチモジュール１２０の第１送信端子にそれぞれ接続され、第２入力端子２は、
タッチモジュール１２０の第２送信端子にそれぞれ接続され、出力端子は行電極にそれぞ
れ接続される。
【００４４】
　第２スイッチモジュール１５０は、複数の第２スイッチ１５１を備え、１つの第２スイ
ッチ１５１は１つの列電極に対応する。第２スイッチ１５１は、第１入力端子１と、第２
入力端子２と、出力端子３を備える。各第２スイッチ１５１の第１入力端子１は、第１ス
イッチ１４１の第１入力端子１にそれぞれ接続され、第２入力端子２は列電極にそれぞれ
接続され、出力端子はタッチモジュール１２０の受信端子にそれぞれ接続される。
【００４５】
　論理制御モジュール１１０は、第１トリガ信号を送信するのに用いられ、第１スイッチ
制御モジュール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０の第１入力端子を第１
スイッチモジュール１４０の出力端子に接続させるように制御し、さらにタッチモジュー
ル１２０をトリガして第１スイッチモジュール１４０によって電極モジュール１７０に第
１スキャン信号を出力することによって、行電極の自己容量を走査する。さらに、第１制
御信号を送信し、第２スイッチ制御モジュール１６０を制御することによって、第２スイ
ッチモジュール１５０の第１入力端子を第２スイッチモジュールの出力端子に接続させる
ように制御し、電極モジュール１７０の行電極信号を第１スイッチモジュール１４０及び
第２スイッチモジュール１５０によってタッチモジュール１２０に転送することによって
、電極モジュール１７０において信号変化が生じた行電極を確定する。
【００４６】
　論理制御モジュール１１０は、さらに電極モジュール１７０が自己容量の走査を完了し
た時に、第２トリガ信号を送信するのに用いられ、第１スイッチ制御モジュール１３０を
トリガして第１スイッチモジュール１４０の第２入力端子を第１スイッチモジュール１４
０の出力端子に接続させるように制御する。第２制御信号を送信し、タッチモジュール１
２０を制御して第１スイッチモジュール１４０によって電極モジュール１７０にスキャン
信号を出力することによって、確定された行電極に相互容量の走査を行う。さらに、第３
制御信号を送信し、第２スイッチ制御モジュール１６０を制御することによって、第２ス
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イッチモジュール１５０の第２入力端子を第２スイッチモジュール１５０の出力端子に接
続させるように制御し、電極モジュール１７０の列電極信号を第２スイッチモジュール１
５０によってタッチモジュール１２０に転送することによって、電極モジュール１７０に
おいて信号変化が生じた位置を確定する。これにより、タッチポイントの座標を取得する
。
【００４７】
　具体的には、タッチ基板が通電された後、論理制御モジュール１１０は、第１スイッチ
制御モジュール１３０及びタッチモジュール１２０に第１トリガ信号を送信し、第１スイ
ッチ制御モジュール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０における各第１ス
イッチ１４１の第１入力端子１を第１スイッチ１４１の出力端子３に接続させるように制
御することによって、タッチ基板の作動方式を自己容量スキャン方式に切り換える。
【００４８】
　第１スイッチモジュール１４０の各第１スイッチ１４１の第１入力端子１が出力端子３
に接続された後、タッチモジュール１２０をトリガして第１スイッチモジュール１４０に
よって電極モジュール１７０に第１スキャン信号を出力することによって、行電極の自己
容量を走査する。その後、論理制御モジュール１１０は、第２スイッチ制御モジュール１
５０に第１制御信号を送信し、第２スイッチ制御モジュール１６０を制御して第２スイッ
チモジュール１５０に命令を送信することによって、第２スイッチモジュール１５０にお
ける各第２スイッチ１５１の第１入力端子１は、第２スイッチ１５１の出力端子３に接続
され、タッチモジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０及び第２スイッチモジ
ュール１５０によって電極モジュール１７０の行電極信号を受信することができことによ
って、電極モジュール１７０において信号変化が生じた行電極が確定される。
【００４９】
　そのうち、タッチ基板の作動方式は、自己容量スキャン方式と相互容量スキャン方式を
備える。第１スイッチモジュール１４０の第１入力端子は、第１スイッチモジュール１４
０の出力端子に接続されるとともに、第２スイッチモジュール１５０の第１入力端子は、
第２スイッチモジュール１５０の出力端子に接続され、自己容量スキャン方式に対応する
。第１スイッチモジュール１４０の第２入力端子は、第１スイッチモジュール１４０の出
力端子に接続されるとともに、第２スイッチモジュール１５０の第１入力端子は、第２ス
イッチモジュール１５０の出力端子に接続され、相互容量スキャン方式に対応する。
【００５０】
　タッチと基板が自己容量方式で作動する時、第１スイッチモジュール１４０は第１位置
に切り換えられるとともに、第２スイッチモジュール１５０は第１位置に切り換えられ、
タッチモジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０によって電極モジュール１７
０の行電極にスキャン信号を送信することによって、すべての行電極を同時に走査すると
ともに、第２スイッチモジュール１５０によってすべての行電極信号を受信する。これに
より、行電極信号の変化量を誘導する。そのうち、行電極信号の変化量は、行電極信号の
自己容量の変化量であり、行電極信号は、容量値または電圧値であることができる。
【００５１】
　電極モジュール１７０が自己容量の走査を完了した時、論理制御モジュール１１０は、
第１スイッチ制御モジュール１３０に第２トリガ信号を送信し、第１スイッチ制御モジュ
ール１３０をトリガして第１スイッチモジュール１４０における各第１スイッチ１４１の
第２入力端子２を第１スイッチ１４１の出力端子３に接続させるように制御することによ
って、タッチ基板の作動方式を自己容量スキャン方式から自己容量スキャン方式に切り換
える。
【００５２】
　第１スイッチモジュール１４０における各第１スイッチ１４１の第２入力端子２が、第
１スイッチ１４１の出力端子３に接続された後、論理制御モジュール１１０は、タッチモ
ジュール１２０に第２制御信号及び第３制御信号を送信することによって、タッチモジュ
ール１２０が第２制御信号を受信した後、第１スイッチモジュール１４０によって電極モ
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ジュール１７０に第２スキャン信号を送信するようにすることによって、確定された信号
変化が生じた行電極に相互容量の走査を行う。同時に、第２スイッチ制御モジュール１６
０が第３制御信号を受信した後、第２スイッチモジュール１５０における各第２スイッチ
１５１の第２入力端子２を第２スイッチ１５１の出力端子３に接続させるように制御する
ことによって、タッチモジュール１２０は第２スイッチ１５０によって電極モジュール１
７０において信号変化が生じた相互容量を受信することができ、電極モジュール１７０に
おいて行電極と列電極の間で信号変化が生じた位置が確定される。これにより、タッチポ
イントの座標を取得する。
【００５３】
　そのうち、タッチ基板が相互容量方式で作動する時、第１スイッチモジュール１４０の
第２入力端子は、第１スイッチモジュール１４０の出力端子に接続されるとともに、第２
スイッチモジュール１５０の第２入力端子は、第２スイッチモジュール１５０の出力端子
に接続される。タッチモジュール１２０は、第１スイッチモジュール１４０によって電極
モジュール１７０の行電極に第２スキャン信号を送信することによって、各行電極を順番
に走査するとともに、第２スイッチモジュール１５０によって各行電極と列電極の間の信
号を受信する。これにより、各行電極と列電極の間の信号の変化量を誘導する。
【００５４】
　当然のことながら、第１スキャン信号と第２スキャン信号の走査周波数は、使用者の実
際の必要に基づいて設定することができ、ここで制限することはしない。
【００５５】
　上述の方法は、自己容量が行電極を走査することによって信号に変化の生じた行電極を
確定し、信号に変化の生じた行電極に相互容量の走査を行い、行電極と列電極の間で信号
変化が生じた位置に基づいて、タッチポイントの座標を確定する。この方法は、ゴースト
タッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させることができ、さらに捜査速
度が速いという長所を備える。
【００５６】
　本発明は、さらに端末を提供する。前記端末は、上述の実施方法におけるタッチ基板と
、静電容量タッチスクリーンと、からなる。具体的には、上述の各実施方法を参照し、こ
こでは贅言しない。
【００５７】
　図３を参照する。図３は、本発明におけるタッチの精度を向上させる方法の実施方法の
流れ図である。本実施方法を実行する主体は、端末である。本実施方法においてタッチス
クリーンのタッチの精度を向上させる方法は、以下の手順を備える。
【００５８】
　手順Ｓ１０１は、端末が自己容量方式で作動している時に、タッチスクリーンにおける
行センサに自己容量の走査を行い、信号変化が生じた行センサのデータを取得する。
【００５９】
　端末が自己容量方式で作動しているときに、端末は、行センサに第１スキャン信号を送
信し、タッチスクリーンにおける行センサに自己容量の走査を行うと同時に、タッチスク
リーンにおける各行センサの自己容量の容量値または電圧値を検出することによって、容
量値または電圧値が変化した行センサのデータを取得する。そのうち、自己容量の検出は
、行センサの自己容量の容量値または電圧値の検出であり、行センサのデータは、行セン
サの座標である。行センサの座標は、どの行の行センサの信号が変化したかを確定するの
用いられる。
【００６０】
　手順Ｓ１０２は、自己容量の走査が完了した後、端末は相互容量作動方式に切り換えら
れ、前記信号変化が生じた行センサのデータに基づいて、相互容量の走査を行い、タッチ
ポイントの座標を確定する。
【００６１】
　端末は、自己容量の検出を完了した後、相互容量作動方式に切り換えられ、端末は、信
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号変化が生じた行センサのデータに基づいて、信号変化が生じた行センサに第２スキャン
信号を送信することによって、容量値または電圧値が変化した行センサに相互容量の走査
を行い、容量値または電圧値が変化した行センサと列センサの間の信号変化が生じた位置
を検出する。端末が信号変化が生じた位置を検出すると、前記位置の座標が取得され、前
記座標はタッチポイントの座標であると判断される。
【００６２】
　例えば、端末が行センサに自己容量の走査を行うと、第１行が検出され、第５行におけ
る行センサの容量値または電圧値が変化する時、端末が相互容量作動方式で作動する場合
、第１行、第５行の行センサにそれぞれ相互容量の走査を行うことによって、第１行及び
第５行の行センサとすべての列センサの間で信号変化が生じた位置を検出する。
【００６３】
　本実施方法において、第１スキャン信号と第２スキャン信号の走査周波数は、使用者の
実際の必要に基づいて設定することができ、ここで制限することはしない。
【００６４】
　上述の方法は、タッチスクリーンにおける行センサによって自己容量の走査を行い、信
号変化が生じた行センサのデータを取得し、さらに信号変化が生じた行センサのデータに
相互容量の走査を行うことによって、タッチポイントの座標を確定する。この方法は、ゴ
ーストタッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させることができ、さらに
捜査速度が速いという長所を備える。
【００６５】
　図４を参照する。図４は、本発明におけるタッチの精度を向上させる方法の別の実施方
法の流れ図である。本実施方法を実行する主体は、端末である。本実施方法におけるタッ
チスクリーンのタッチの精度を向上させる方法は、以下の手順を備える。
【００６６】
　手順Ｓ２０１は、端末が自己容量方式で作動している時に、タッチスクリーンにおける
行センサに自己容量の検出を行い、前記行センサの信号値を検出する。
【００６７】
　端末が自己容量方式で作動しているときに、端末は、行センサに第１スキャン信号を送
信することによって、タッチスクリーンにおける行センサに自己容量の走査を行う。これ
により、タッチスクリーンにおける各行センサの自己容量の容量値または電圧値を同時に
検出する。そのうち、自己容量の検出は、行センサの自己容量の容量値または電圧値の検
出である。
【００６８】
　行センサの信号値が変化したとき、手順Ｓ２０２を実行する。手順Ｓ２０２を実行しな
い場合、引き続き手順Ｓ２０１を実行する。
【００６９】
　手順Ｓ２０２は、前記行センサの信号値に変化が生じた時、前記行センサのデータを取
得する。
【００７０】
　任意の行センサの自己容量の容量値または電圧値が変化したことを検出する時、容量値
または電圧値が変化した行センサのデータを取得する。そのうち、行センサのデータは、
行センサの座標である。行センサの座標は、どの行の行センサの信号が変化したかを確定
するのに用いられる。
【００７１】
　手順Ｓ２０３は、自己容量の走査が完了した後、端末が相互容量作動方式に切り換えら
れ、前記行センサのデータに基づいて、信号変化が生じた行センサに相互容量の走査を行
い、前記行センサと前記列センサの間の信号値を検出する。
【００７２】
　自己容量の走査が完了した後、端末は、自己容量作動方式から相互容量作動方式に切り
換えられ、端末は、取得された行センサのデータに基づいて、容量値または電圧値が変化
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た各行センサと列センサの間の信号値を検出する。前記信号値は、容量値または電圧値で
ある。
【００７３】
　手順Ｓ２０４は、前記行センサと前記列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生
じた位置を確定する。
【００７４】
　端末は、行センサと前記列センサの間の信号値に基づいて、信号変化が生じた各行セン
サと列センサの間で信号変化が生じた位置を順番に確定する。
【００７５】
　手順Ｓ２０５は、前記位置に基づいて、タッチポイントの座標を確定する。
【００７６】
　端末が行センサと列センサの信号が変化した位置を検出する時、前記位置の座標を取得
することによって、行センサと列センサの信号変化が生じた位置の座標に基づいて、タッ
チポイントの座標を順番に確定する。
【００７７】
　本実施方法において、第１スキャン信号と第２スキャン信号の走査周波数は、使用者の
実際の必要に基づいて設定することができ、ここで制限することはしない。
【００７８】
　上述の方法は、タッチスクリーンにおける行センサによって自己容量の走査を行い、信
号変化が生じた行センサのデータを取得し、さらに信号変化が生じた行センサのデータに
相互容量の走査を行うことによって、タッチポイントの座標を確定する。この方法は、ゴ
ーストタッチを防ぎ、タッチポイントの位置決めの精度を向上させることができ、さらに
捜査速度が速いという長所を備える。
【００７９】
　上述の内容において、限定するためではなく説明するために、特定のシステム構造、イ
ンターフェース、技術等の具体的な細部について述べることによって、本発明を分かりや
すくしている。しかしながら、本領域の技術者は、これら具体的な細部を含まないその他
の実施方法においても本発明を実現することができることを理解しているものとする。そ
の他の状況において、不必要な細部によって本発明の説明を妨げないため、周知の装置、
回路、及び方法についての細かい説明は省略する。
【符号の説明】
【００８０】
１１０　論理制御モジュール
１２０　タッチモジュール
１３０　第１スイッチ制御モジュール
１４０　第１スイッチモジュール
１５０　第２スイッチモジュール
１６０　第２スイッチ制御モジュール
１７０　電極モジュール
１４１　第１スイッチ
１５１　第２スイッチ
１７１　行電極ユニット
１７２　列電極ユニット
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